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は じ め に
本稿では,『小林多喜二伝』(論創社2003年)で書けなかった点(ス ペース
が少なかったので),その後知った点を記す。
1同 級生名簿など
『小樽新聞』大正5年3月25日 には,庁立小樽商業の合格者名がある。『小
樽新聞』大正5年3月26日1)で,小樽各小学校卒業生名簿があり,そ こには潮
1)イ ンターネ ット,「白樺文学館多喜ニライブラリー」「新聞記事か ら追う多喜二の
足跡」2004年現在で,幾 つかの記事がある。
〔1〕
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見台小学校尋常科卒業生,男子57名,女子28名の名がある。優等生が10名お り,
多喜二はその1人 である。6年 聞無欠席者が1人 あり,それは多喜二である。
『小樽新聞』大正10年3月18日朝刊第2面 で,庁立小樽商業卒業生69名の名
前がある。同年の 『小樽新聞』 で小樽高商の合格者,お よび新卒業生の名2)も
ある。
小林多喜二は庁商時代 に右足を折 った。そのため,かばうようにして歩いて,
独特の歩 き方 になった。
小樽高商で,福 田勇一郎の提案で,ス トリンドベ リを読むことになった。二
寮で研究会を始めた。福田勇一郎の部屋であった。福田勇一郎は,朝 日新聞社
に入 り,戦後は東京にお り,その後,大 阪本社の常務になった。 この会が演劇
研究会であろう。
多喜二の高商の同級生 中川三五は,札 幌の明治生命(外 務)に 勤めたこと
がある。共産党員になった。 一
小林多喜二は,高 商時代,秋 田県人会に入った。そこで秋田についていろい
ろ知識をえた。県人会に入っていたのは,佐々木妙二,三浦強太である(村瀬)。
2小 林多喜二卒業論文のミステリー(続 き)
2004年,村瀬喜史氏の指摘により,同氏が入手 した手塚英孝の手紙コピーを
持って,2人 で,小 林多喜二卒論 コピーとを比較 した。卒論コピーの文字は,
手塚氏の手紙の文字 とは違っていた。全体が何 となく似ているが,個 々の文字
のい くつかは違う。多喜二の字に似ていな くもない。 しか し違 う。誰かが多喜
二の文字に似せて書いた感 じがする。 しかしそんなことは誰 もしないだろう。
卒論コピーが手塚によるものではないか ら,そのオリジナルも,手塚英孝によ
るものではない。村瀬 さんは,手塚寿郎が筆写 したという伝説があるという。
これはあ りえない。
2)こ れ らは小生の 『商学討究』 『人文研究』でのかつての稿にも出した。
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では,誰 が手書 き写本を作 ったのか,こ うして再びミステリーが深まった。
ちなみに,卒論の材料,「パンの征服」の原文を斉藤磯吉が多喜二に貸 した。
3上 山初子さん(続)
上山初子(多 喜二の隣i家に住んだ旧姓 ・布川(現 ・上山)初 子)さ んへの直
接 インタビューより。拙書に入れた物の続編,し かし少 し重なる。
上山初子さんの家は,運 送店をしていた。父は越後出身だった。初子 さんは
小樽の開運町で生 まれた。
多喜二が歌った賛美歌は,「山路 こえて」である。
松竹座(そ の後,松 竹ボーリング,現 ・マンションの場所)で 初の白黒映画
「ベン ・バー」を,多喜二や三吾さんなどと4,5人 で彼女は見 に行った。
多喜二は色白で,や さ男,優 しい人だった。無ロで,道 で会っても挨拶がな
いほどであった。
彼女は多喜二に算数(数 学)を 教わった。初子が勉強している横顔を,多 喜
二は鉛筆で描いた。 よく描かれていないので,母 には見せたが,捨 てて しまっ
た。
初子さんは,庁 立小樽高女に通った。庁女では,白 足袋,下 駄で歩いた。袴
をはいた。服装が きびしく,作法の時間が厳 しかった。異性 とは接触 しないよ
うにされた。
初子さんが小学生時代,多 喜二の勉強のために彼に部屋を貸 した。多喜二は
お礼 に絵を2枚 もってきた。静物 と風景である。最近小樽に戻ってきた絵は,
ぼけてしまっている。もっと色が濃かった。父がそれを家にかけていた ら,特
高がきて追求された。とてもきび しいものだった。彼 らは后前中ずっと家にい
る。ねえやにも,誰 がきたかなどと,質 問をした。そこで親戚は遠ざかってし
まった。父は困 り,小樽新聞の社長桜田さんに絵をゆずった。
4 商 学 討 究 第55巻第4号
4多 喜二,雑
前稿で白樺文学館の所在地名を誤 った。我孫子市が正 しい。
小林多喜二の西丘はくあ あて葉書を,今準備 している 『小林多喜二小品小
説集』(論創社)に 入れる予定である。
多喜二の好 きなものは,食 べ物 としては,炊 き立ての白米に塩鮭を細か くち
ぎってふ りかけたもの。音楽では,ベ ー トーヴェンのバイオリン ・コンチェル
ト,ゲーテの詩によるチャイコフスキーの作曲 「ただあこがれを知るもののみ
が」である。
多喜二の住所は,若 竹町十八番地であるが,原 籍は十一番地である。
電話番号については,昭和3年(1928年)4月1日現在で,当 時の 「電話番
号簿」 にはこうある。
小樽郵便局
3448小林幸蔵 新富町 五一 パン製造
3351小林多喜二 花園町西 四の二五 小林俊二方 銀行員
幸蔵 も俊二 も伯父 ・慶義の息子たちである。多喜二は電話 を従兄弟の所に置
いたことになる。当時人々は電話をほとんどひいていなかった。
古川(こ がわ)友 一の妻は,き よ,娘 は,さ ち である。
多喜二が東倶知安で選挙演説をしたのは,現・京極町の光寿寺の本堂である。
当時,東 倶知安は,今 は京極である。小説に出て くるマ ッカリヌプリは羊蹄山
である。
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特別要視察人は,内務大臣の訓令に基づいて各府県知事,東京では警視庁が,
視察内規を定め,月2回 以上必ず視察 して,特 高警察部長(警 視庁で)を 通 じ
て内務大臣に報告する義務がある。特に保釈中の共産党員被告。要視察人は,
厳重に視察はしないが,大 体それに準 じる。(戸沢 「思想犯罪の検察実務につ
いて」17ぺs・・一ジ)
戦前は,法律で結婚年齢が男30,女25才であった。姦通罪があった。
タキ子の母は秋田出身である。 タキ子は多喜二の手紙 をずっと持 っていた。
昭和5年11月の多喜二のタキあて手紙で,初 めて 「お前」と呼んだ。また,躰
をなおしてやった と,手紙にはある。
1980年のタキの沢地久枝あて手紙で,あ なたには 「会わない」,と。たきは,
自分に教養のないこと,小 さい弟妹がいたことで,結 婚 を断わった,と 沢地に
書いた。
寺田ミ ドリが多喜二の姉チマさんとつ き合った。寺田節子さんと伊藤ふ じ子
がつ きあった。伊藤ふ じ子は,1981年4月にな くなった。娘は木綿子である。
「不在地主」の生原稿がある。
庁立高女は,は じめは4年 制だった。そこの女学生は気位が高かった。今の
青薗中学が,庁 女の場所だった。
蜂谷涼 『ちぎり屋』(講談社2002年)で,大 正時代の小樽を描いている。
大 きなラッパ形の拡声器か ら1日中にぎやかな洋楽を流 している日本蓄音器
商会。女郎屋街の日蓄小路。妙見川 をはさんで,芸 妓の見番,悼 屋,漆 喰壁を
黒 く塗 った粋な呉服店,風 呂屋が並んでいた。小樽 で最 も花屋かな筋で,両 側
をしだれ柳 が並んだ。
活動写真館 ・神田館があった。酒は,北 の誉,虎 正宗,し ら梅,花 吹雪,稲
川,寳 川があった。小樽で名水がわいた。
馬糞風=南 風が起 きた。火事 と喧嘩が多かった。
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1月2日 は初荷である。店の名入 りの幟をたてた馬そ りに積 まれて荷が運ば
れる。人力車 も馬車 も冬はそれぞれ車輪 をはず してソリになる。それ らは雪道
のために,よ く倒れた。
花園町の洋食屋でライスカレーが50銭とい うのが出た。
大正9年 に赤バスが,10年に青バスが走った。客馬車 もそのため低迷 した。
タクシーもこのころだった。
5近 藤栄作回想録
『モシリヤ』第3集 ,小林多喜二を語るつ どい ・くしろ編集,2004年2月,
に 「特集 ・近藤栄作翁遺稿 回想録」が載った。そこか ら抜 き書きをしておこ
う。
5-1磯 野争議
大正14年8月,小樽総労働組合が結成 され,近 藤栄作 も参加 した。彼は港湾
労働者,は しけ人夫だった。同年秋,小 樽高商の軍教反対の闘争以後,小 樽高
商の社会科学[研究会]の学生がよく組合 に出入 りするようになった。(24ペー
ジ)
近藤栄作や多喜二が古川友一宅に集 まって政治研究会の社会科学研究会 を
やった当時は……警察の尾行がうるさい時であった。境一雄,武 内清,渡 辺利
右衛 門,近藤栄作 らが,花 園町の古川宅に集まった。
組合の会合 などでも,外 でスパイが見張 りをしていたものであった。
古川宅で大正15年ころ,当 時福本和夫の理論闘争や方向転換の本が全国的に
流行 していた時代だと思う。山川均の労農派北浦千太郎がアンチ福本イズムを
書いた ときで,多 喜二は寺田行雄と一緒に出席 していた。研究会では,… …こ
れ らをテーマにしてよく理論闘争をやった。多喜二 は銀行から家に一度帰って
から出掛けてきたのだ。交通の便が悪いときであったのに,よ く若竹町の家か
ら通ってきた。帰 り道はかな らず信香町や海運町,汐見台と寂 しいところを通っ
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て帰ったようであった。いつ も髪の毛をバサバサさせて,紺 カスリの着物 を着
てやってきた……。磯野小作争議,港 湾争議,第1回 普選のとき,寺 田行雄 と
一緒に,と きどき組合 に姿を見せた。(23,24ページ)
古川友一は小樽の市役所に勤務 していたが,小 樽の組合ができたとき,組合
によく出入 りして,労働者にマルクスや レーニ ンを教 えていた。小樽市役所 を
す ぐ退職 して,家に若い人たちを集めて,社会科学の研究をやっていた。(25ペー
ジ)
不在地主の磯野進が小樽に住んでいるから交渉 してほしいと,日本農民組合
連合会か ら小樽合同労組 に依頼がきた。そこで常任執行委員であった武内清,
渡辺利右衛門,近 藤栄作の3人 が,市 内の色内町にある自宅兼店舗(海 産物肥
料雑貨問屋)に 磯野を訪ねたら,在宅 していた。
磯野進は,か れ ら3人 によく会って くれた。3人 は依頼状通 り,富良野農揚
の小作人たちが凶作で困っているのだか ら,年貢米を減免 してやってほしいと
交渉 した。
磯野は,帳場か ら大 きなソロバ ンを持ち出し,鍬下年貢(荒 れ地 を開墾 して
田畑 にする期間の年貢)は 免除してやっていた,か んがい溝の費用は地主が負
担 してやった,そ の他種々の問題 を述べて,結 局凶作だからといって年貢米 を
減免することはできないし,農場のことは管理人に任せているということで,
話 し合いは物別れになった。
交渉にいった3人 は,農 業のことや小作制度のことなどサッパ リ判らない都
市の労働者であるだけに,地 主のいうことを聞いて帰ってきたようなものだっ
た。早速,旭川農民組合連合会に,誰かす ぐ小樽 にでてくるようにと連絡をとっ
たら,常任の重井鹿治(戦 後岡山県か ら社会党の代議士に当選 した)が でてき
た。それか ら磯野の ところに交渉に行 ったが,磯 野は今度はかれ らに面会 して
くれなかった。(26ページ)
小樽 にでてきた争議団は,小樽合同[労組]の2階 に寝泊まりすることになっ
た。農民組合からは青年部の石田,荒 哲夫,北 村順之助などが小樽にやってき
た。
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当時,小 樽合同労組では現場改革の闘争や朝 日製紙の争議,北 海道では初め
ての神辻丸遭難事故の漁夫の補償問題,倉 庫労働者の労働条件改善の要求闘争
など,数多 くの問題がお きていたときであったので,各 常任は手分けして責任
をもって活動 していた。近藤栄作 と武内清は,主 に磯野小作争議の方を担当し
た。
二十二部火災予防番屋の二階で開かれた演説会は,最 初か ら警察は弾圧 して
農民たちを驚か して萎縮させる計画的な弾圧をしてきた。
開会のことばが終って,近藤が磯野小作争議の真相報告 を労働者に訴えると,
始めたばか りの ときに,警 察の警部補に 「弁士中止,検 束1」 といわれ,そ の
場で検束 されて,留 置場に連れて行かれた。
小樽署の五つある留置場は,全 部空にしてあって,い つ もならゴザが敷いて
あるのにゴザもなく,留置場に行 ったら,近藤を連行 した巡査は 「連れてきた
ぞ」と声 をかけると,「待っていたぞ」と返事があ り,すぐ留置場に入れ られた。
スグあ とから団長の農民伴が きた。そのあとに阿部が連れ られてきた。最後に
農民組合連合会の松岡二十世が検束されてきた。(27ペー ジ)
第2回 の磯野糾弾演説会を,磯野店の近 くの本願寺の説教所 を借 りてやった。
伴の細君は 「私は荒地を開墾するために馬の使い方をなれないので,馬 を使用
して馬に顔 を噛みつかれたの」 と,顔 の大きな傷あとを大衆に見せて,涙 なが
らに訴えていた。(28ペー ジ)
争議が解決 して争議団を解散して,富 良野に争議解決の報告に,争 議団員と
一緒に,武内清 と近藤が一緒 に行った。富良野の現地の農場に行ってみると,
驚いたことには,呑 み水には鉄分が含 まれていて,出 されたお茶は真黒 になっ
ているので,は じめてのかれらにはとても呑むことがで きなかった。
ご飯などもクダケ,米は乾燥が悪 く,黄色 くて臭いのついたものであった。(30
ページ)
5--2選 挙応援
再び,近 藤栄作回想録を利用 し,村瀬氏の指摘 も交えて,記 す。
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1928年,初の総選挙で,北 海道の第1区 から山本懸蔵がでて,小 樽合同が中
心になって戦った。選挙の始まるころ,中 央か ら三田村四郎が,野 村 というペ
ンネームできて,党 組織 を作 り,北海道委員会が作 られた。党組織がで きるこ
ろ,武 内清 と渡辺利右衛門の2入 は,南小樽駅の方にアジ トを持って,組 合の
寝泊まりをやめて,と きどきしか組合に姿 を見せなかった。小樽合同の常任執
行委員の武内と渡辺(利)は 党活動で,鈴 木源重 と正木清は,第4区 か ら立候
補する木田弁護士の選挙 につ ききりとなり,選挙事務長には坂本佐一郎がなっ
た。近藤が,選 挙中だけ,鈴 木委員長に代わって代理執行委員長になった。近
藤 と鮒 田も,1月 に入るとす ぐ花園町にアジトをもって,近 藤 も組合泊まりを
す ぐやめて,ア ジ トから組合に通 うようになった。境が,山 懸候補 について歩
いた。候補者本隊が郡部 に遊説に出ている時は,市 内で演説をやれる労働者の
数が限 られているので,近 藤は困った。渡辺は雄弁家だった。それに言論の弾
圧がひどい。演壇に立って一分 も話さないうちに,中止,検 束だった。小林多
喜二,古 川友一,寺 田行雄などは,毎 晩のように選挙事務所にきて,ビ ラ書 き
などを手伝って くれたので,近 藤は大変助かった。
黒松内か ら倶知安の労働党山麓支部の三浦善作老人から,遊説隊の受け入れ
準備がで きたから,ぜ ひ演説にきてほ しいとの要望が きた。山懸本隊も出かけ
た。 しか し2月の天候,吹 雪に会い,本 隊が倶知安に予定通 りの時間に会わな
いかもしれないか ら,別の遊説隊を組織 して東倶知安に出して くれという電報
が選挙事務所にきた。選挙事務所は小樽合同労働組合の一室を借 りていた。
電報を受け取 った坂本事務長は,近 藤に相談した。急に弁士団を組織 して派
遣す ることは困難だった。古川や多喜二 も手伝いにきて,ビ ラを書 き終えて,
ス トーブのそばで雑談 をしていたときであった。
近藤たちが困っている様子を見て,古 川は 「オレでよければ行ってやっても
よい」 と言って くれた。多喜二は,市 内の演説会にでてみたいのだが,銀 行勤
務で,ば れたら首になるから,た くさんの家族 をかかえているので,と 日頃か
ら口にしていた。
近藤は,思 い切 って多喜二 に,古 川氏が行って くれるのだか ら,「市内でな
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く郡部だから,ペ ンネームで行 って くれないか」 と東倶知安行 きを頼んだら,
は じめはなかなか承知して くれなかったが,し ばらく考えて承知して くれた。
古川や多喜二が帰ったあ とで,四 区の選対 に行っていた鈴木源重が突然帰っ
てきた。二,三 日,ヒマをとるという。東倶知安行 きの話をして,万一,古川,
小林がでられないようになると困るか ら,東倶知安に行ってくれと頼んだら,
承知 した。鈴木が もう少し早 く事務所に戻っていれば,多 喜二は東倶知安に行
くことはなかった。(32-34ページ)
1928年,こうして多喜二は,総 選挙で山本懸蔵を応援するために,東倶知安
へ行った。東倶知安は,昭 和40年に京極町に町名変更された。選挙 とその応援
演説の会場の一つは,光寿寺であった。演説会場はその本堂である。今 もある。
演説会は,脇方でもされている。そこには昭和69年に閉山された脇方鉱山があっ
た。鉄鉱石は室蘭の製鉄工場へ送 られた。この演説会場 はいまはないとのこと
である3)。
5-3三 ・一五事件
再び 「近藤回想録」か ら。
選挙が終ってか ら組合では,田 中義一政友会内閣の選挙に対する弾圧糾弾演
説会をし,稲穂町の大和館で開催することになった。
鈴木,正 木,坂 本,鮒 田勝治,風 間六三,近 藤,青 年同盟の若い人たちが,
作業 しているところに,渡 辺利右衛 門が姿 を現 し,作業が終ってみんなが帰 る
時に,近藤に党の新聞 ・書類を渡 された。近藤は,鮒田 と一緒に,アジ トに帰っ
たのは十二時すぎであった。
朝入時 ころ,近 藤は鮒田より先 に事務所に行った。その朝は非常に天気がよ
く暖かかったので,オーバーも着ないで,いつも持ち歩 くカバ ンも部屋へおき,
配布する細胞新聞だけを風呂敷 に包んで出かけた。事務所に入ると,下 の青年
同盟の部屋が少 しおか しい と思ったが,い つもの ように二階の事務所に上がっ
3)村瀬喜史 「多喜二とニセコ文学案内」(『民主文学札幌通信』)
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ていった ら,見慣れない若い男が二人いて,「君 は武内君だな」 と声 をかけ ら
れたので,「ウン」 といって机の前 に立った。
事務所はガサを食って荒 されていた。近藤は渡 してはならない細胞新聞を
持っていたので,ど うして逃げるかを考 え,風 呂敷包みをといて新聞だけをポ
ケ ットに入れ,2階の階段の上までゆっ くり歩いたら,若い2人 がついてきた。
階段の上で一度止 まって,一 人の男の目をたたいて,彼 が不意打ちを食 らって
アッと後ろにソリ返ったので,一 気に階段 をとんで降 りた。横の小路に逃げ込
んで,逮捕をまぬがれ,途中で小路の便所に新聞を投げ込んだ。(34-35ページ)
近藤は一応家に逃げようとした ら,家の前の高いところに坂井という高等刑
事が立っていたので,近 所の神田の家に逃げ込んだ。神田の妻に,近所の境一
雄宅に様子 を見にいって もらった。奥 さんがヘ ンな顔をして,境 がいないとい
う返事だった。近藤は境が検挙 されたと思った。
夜に入ってか ら,近藤の同 じ職場の分会の執行委員をしている遠藤 を呼んで,
様子を聞 くと,今朝,組合の幹部や沢山の労働組合の浜の労働者が検束された,
という。鮒田や本田要吉は検束 されなかったので,近 藤 と連絡がとれたら鮒田
の部屋にす ぐくるようにと,鮒田か らの伝言だとのことだった。近藤は,遠 藤
に,自 分の家 に着物やマ ントを取 りに行って もらい,様 子を聞いてもらった。
遠藤は,近 藤の母から渡された着物や下駄などをもってきた。
その時の,近 藤の母の話では,一 五 日の未明,数 人の刑事が近藤を逮捕にき
た。家に寄 りついていないと言 った ら,残念そ うに引き揚げて,い つ も様子を
みにくる酒井(前 出の坂井?)と い う刑事が,昼 ごろまで外で見張 りをしてい
た。
近藤は変装 をして,鮒 田,本 田両氏の待つ,近 藤のアジ トへ行って,対 策を
協議 した。(35ペー ジ)
結局アジトも危ないと分かり,小樽高商の社会科学研究会の人たちが借 りて
いる,富 岡町の家に,近 藤 と鮒田は逃れた。学年末で橋本隆三が一人留守番で
残 っていた。ここに寺田行雄が毎日きて,警察の動 きや組合の様子を知 らせた。
つまり,警察では,武 内清,近 藤,鮒 田勝治,本 田要吉が,ま だ捕まっていな
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いので,や っきになって探 している。組合事務所に立ち寄る者は,片 っ端から
警察に連れてゆき,組合 になんの関係のない借金 とりまで引っ張って行った,
と。
この最後の家に隠れてから,2,3日 す ぎて,札 幌の武内清か ら,小樽の検
挙状況をしらせて くれという連絡があった。札幌の学生がもってきた。誰がそ
の連絡 をもってゆ くか と,寺 田,近 藤,鮒 田3人 が相談 し,寺 田を通 じて多喜
二に頼むことにした。だが後で考えて,多 喜二は銀行の勤務があり,厳重な警
察の取締 りの目を逃れて札幌へゆ くことは危険で,万 一逮捕で もされた ら,多
喜二が銀行を解雇される恐れがあった。寺田は,勤 務 しているタイムスの本社
が札幌にあり,時 々社用で行 くので,寺 田が よいとなり,多喜二に代 えて寺田
が もってゆくことになった。
街の様子を調べに行 くという鮒田4)に,近藤 は,「決 して俺たちのいたアジ
トに寄るな」 と言ったが,そ のアジ トによったので,逮 捕 された。警察で拷問
され,鮒田は,近藤,寺 田の居所を白状 して しまい,その未明4時 ころ,近藤,
寺田,橋 本隆三が逮捕 された。(36-38ページ)寺 田は武内に連絡をもってゆ
くため,一 緒に泊まっていた。
近藤が捕まった時,警 察 は武内も一緒にいると思って乗 り込んで来た。警察
は近藤 を調べるとき,共産党の中央か ら渡政(渡 辺政之輔書記長)が きている
だろう,武 内はどこいいる,党 の印刷物はどこで印刷 した,な どと言って取 り
調べた。知 らないと言ったら,本庁か らきたと称する岩間津警部が指揮 して,
殴る,ける,指の問に鉛筆をはさんで締めつけるなどの拷問を3時 間くらいやっ
た。近藤が知 らぬ存ぜぬ というので,狂 気のようになった。岩間警部は,椅 子
を振 り上げて近藤 をなぐりつけた。それで もききただせないので,8時 ころ,
近藤 を留置場に入れた。そこには顔見知 りの労働者たちがた くさんいた。監房
には,渡 辺,鈴 木,正 木などが入れられていた。監房が不足で,近 藤 は留置場
の畳敷 に置かれた。検挙 されてきた労働者たちはまだ一回も取調べ もうけてい
4)原 文では寺田 となっているが,前 後関係から鮒田であろう。
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ないので,何 で検挙 されてきたのか分からないと心配そ うな顔 をしている者 も
いれば,若 い共産青年同盟の労働者たちの中には騒いでいるものもいた。近藤
は拷問でいためつけられた体 を横にして寝 ていた。演武場には,境,古 川,寺
田,鮒 田や,た くさんの労働者たちがいた。
数 日過ぎてから夜 になると,若い労働者たちが次か ら次へ と留置場から連れ
出され,拷 問の取調べをうけ,再 び留置場 に帰ってきた時は,力 なく,だ まっ
ているようになった。
留置場に入れ られて数 日後の夜8時 ころ,水 上警察署の2階 演武場の取調べ
室に連行 された。入 ってす ぐ分かったが,近 藤の前 にも拷問の取調べをうけた
者がいた跡が残っていた。近藤を取 り調べたのは,青 柳 という外勤の巡査部長
で,剣 道四段だった。ほかの者 は,常 に取締 りに動員されて くる顔見知 りの巡
査たちで,全 部柔剣道有段者たちで,柔 剣道着に身を堅め,酒気 を帯びて,近
藤に拷問しなが ら取 り調べた。殴る,け る,指 の間に鉛筆をはさんで締め付 け
る,髪 の毛をむしるなど,彼 らは疲れると交替で拷問の繰 り返 しであった。再
び小樽警察に連行 された。朝8時 ころだった。(43ぺ…一・ジ)
第3回 の拷問は小樽 警察署で,署 長官舎の拷問道場 に連れて行かれた。部屋
の畳は,全 部取 り払われ,畳 のかわ りに荒ムシロが敷かれ,窓 は全部新聞紙で
おおわれて,拷 問の悲鳴など外部に洩れないようにしてあった。取調べには,
特高の石永六兵衛部長はじめ,特 高の刑事連など,6,7人 がいた。取調べを
うけた者 と思われる,抜 けた髪の毛が,ム シロの上に沢山散 らばって落ちてい
た。石永は,近 藤を取調べ机の前にすわらせ,他 の刑事の1人 は背後から近藤
の髪をつかみ,顔 をそらせ,他 の刑事は左右の手を持 って広げた。石永は,い
きなり近藤の顔をけ りあげた りして,け る,殴 る,指 の問に鉛筆 をはさんで締
めつける。水上警察の拷問以上であった。あまり酷い轟音で,近 藤は 「殺せ,
殺せ」 と叫んで,あ ばれた。
石永は,「警察に来て殺せ とは図太い奴だ。お前が殺せ といっても,お 前た
ちみたいな国賊は殺すわけはできない」 といって,ま すます拷問をして取 り調
べた。最後 に,前 に調べた仲間の調書を見せ,そ こには近藤 も入党 していると
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書いてあった。それで,「勝手にしろ」 といった ら,誰 に入党をすすめられた
と追求された。(44ページ)
小樽で捕まった時,近藤は三田村が きているのを判 らなかった。近藤が捕まっ
て数 日後,武内が函館で捕まった。暗号電報で判ったのである。(36-38ページ)
函館の斉藤金一が検挙され,そ のとき,武 内や三田村四郎夫妻,田 ロ右源太た
ちの住んでいた場所の連絡先のメモが押収され,武 内たちが検挙され,一 世取
調べが始まった。(44ページ)
警察の取調べは,な んにも知 らない若い労働者たちに,押 収してきた党の文
書を見せ,拷 問をかけ,誰 から文書をもらった,誰 か ら入党をすすめられた と
お どし,酷 い拷問と苦 しさで,警 察の言う通 り調書をとられ,そ れを基礎 に,
次か ら次 と拷問にかけ,デ ッテあげられた若い労働者もたくさんいた。阿部 と
いう若い労働者などは,お れのような者 を立派な共産党員に仕立ててくれて,
労働者 としてこんな名誉なことはないといって,よ ろこんで網走刑務所に受刑
された。
秋山要吉という若い党員 ・鉄工労働者は,あま り酷い拷問で,遂に発狂 して,
札幌か ら近藤 らと同 じく網走刑務所に送られてきた。札幌にいるとき,夜 中で
も大声をあげて叫んでいた。
多喜二の小説 『三 ・一五』は,釈 放 された人たちの話を多喜二が聞いて書い
たものだろう,と近藤。
5-4石 山事件
近藤栄作が,1927年=昭和2年,港 湾労働者の統一ス トライキ解決の真相報
告演説会 を開 くために,遊 説隊に加わった。北海道各地を回るのであった。小
樽 を出発するときに,小 樽警察の高等主任か ら,石山事件の報告演説をすると
弁士中止,検 束されるか もしれないから,す るなと忠告を受けた。
石山事件 とはこうだ。
争議が起 きると警察の弾圧がひどく,一切の集会やデモなどは禁止され,小
樽署だけの警察署員では不足で,札 幌や郡部の巡査たちを動員 して争議団を取
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り締まった。
すべての集会やデモが禁止 という大弾圧 と干渉を受けた争議で,争 議団員が
石山に続々と集合 してきたので,そ れを解散 させようとして,警 察と争議団員
との大乱闘が起こった。
石山より錦町の交番の前で争議団員 と警察の大乱闘にな り,警察の負傷者が
出て,争 議団員小川兼五郎ほか8名 が逮捕 された。
6「 銀行の話」
多喜二の 「銀行の話」 は,彼 が銀行に勤めていたから書いた,書 けた,と い
えるが,それだけではない。ル ドルフ ・ヒルファディングが名著 『金融資本論』
(ウィー ン1910年初版)を 出版 し,それを猪俣津南雄(1889-1942)がやさし
く,彼 の書 『金融資本論』 で解説 した。これを多喜二たちは,研 究会で輪読 し
た。多喜二はこれを使って,「銀行の話」 を書いた。
7広 津和郎
多喜二が 「三 ・一五」と 「蟹工船」を書いて,『戦旗』に掲載 してから,広
津和郎(1891-1968)と中城龍雄 とい う人から,そ れを出版 してくれないか,
という依頼が来たようだ。(『全集』第7巻,多 喜二の広津あて手紙)
広津は,文筆活動の傍ら,出版社大森書房を営んでいた。広津は,芸術社で,
大正末期に武者小路実篤全集の出版を企てて失敗 し,その負債の償還のために
立てた出版社であった5)。
多喜二は,発 禁になって,商 売にならず,迷 惑をかけるのではないか,と 娩
曲に断わっている。すべて蔵原に任せているから,そ ちらに相談す るようにと
書 き送っている。
5)橋 本迫雄 「作家 と表現の自由」(『民主文学』2004年1月)
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多喜二 としても出すとしたら 『戦旗』社で出したかったであろう。
「三 ・一五」 の訳 として,エ スペ ラ ン ト語 訳La15a.marto,訳 大 阪
JEL1987が ある。
8山 の温泉
小樽時代 に,多喜二は,上 京する前に,つ きまとう特高をさけ,昆 布温泉に
こもって,「工場細胞」などを執筆 した。
その時,彼 はタキにあてて手紙を書いている。「この山の一軒の温泉宿」「こ
この女中さん=月 五円の月給で夜十時迄 しっきりなしに働いている=が,二,
三人室にきた」 と。多喜二が逗留 したのは,ど の旅館だろうか。当時あった旅
館 は,鯉 川温泉 と青山温泉である。薬師温泉も近 くにあったが,考 えられない
とされる。青山温泉は火事 にあって,跡 だけだ という6)。この どちらかであろ
う。
「工場細胞」を書いたのは,鯉川温泉でであった。しか し 「青山温泉」と 「鯉
川旅館」が当時あっただけだった。だからどちらかである。青山温泉だろう,
と。今のホテルあしり,の前にあると。村瀬氏の調べ。
9石 坂洋次郎
『つ ば さ』 昭和6年1月 ,新 年号,第2巻 第1号,で,石 坂洋 次郎(1900-
86)は,「小 林多 喜二氏 の 『東 倶知安 行』 を読 む」 を書 い てい る。1930年12月
9日 に書 き終 った。
「自分 が今 関心 を もつの は,プ ロ レタリア文学 と,新 興芸術派 の少数 につい
てで ある。」石坂 で も,こ の頃,プ ロレタ リア文学 に関心 をもっていたの だ。
6)村瀬喜史 「多喜二 とニセコ文学案内」(『民主文学札幌通信』)
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「『改造』小林多喜二の 『東倶知安行』が ピカーだ。」「ここには 『三一五』
や 『蟹工船』に示 された生彩満ちたレアリズムが溢れて居る」。「作者は正直に
自己を対象に投げつけて居る。例えば,篇 中主人公が 自分のプチブル性 を清算
し得ない悩みを叙べたあた りに私は胸 を打たれた。」(60ペー ジ)
「『東倶知安行』について特筆すべ き今一つのことは,雪 の描写の素晴らし
さだ。」(64ページ)
これは 「12月号の創作評」 とい う標題のはずだった。石坂 は,こ の小説の弱
点を指摘 しているが,本 格的に褒めて居 る。
この雑誌の当該号 を,多喜二は持っていたと考えられる。
石坂洋次郎は,1927年,処女作 「海をみに行 く」が 『三田文学』掲載され,
郷里青森県の女学校 などで教えなが ら,創作に励んでいた。
10関西巡回講演
1930年の 『戦旗』5,6月 号が,相 次いで発売禁止処分 をうけたため,「『戦
旗』防衛三千円基金」募集運動で,多 喜二 らが関西入 りした。その巡回講演の
日程はこうである7)。
5月17日 京都 三条 ・青年会館,聴 衆7・800人。多喜二は女学生のサイン
攻めにあった。女学生や女性の聴衆が最前列に陣取 り,多喜二の演
説が終 ると,控 え室の入口でサインを求め,多 喜二は照れて奥へ逃
げ込んだ。多喜二の人柄,女 性観 とともに,女性の人気のある少壮
のプロレタリア作家の新登場として迎えられた。
18日 大阪 本町 ・実業 開館,聴 衆1,000人あまり,右 翼青年団が騒いだ
ので,つ まみだす。
19日 神戸山の手 ・青年開館,聴衆7・800人 講演会後の茶話会にも4・
7)「多喜二の足跡を追 う(1)」。
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500人が押 しかけた。
山田(現 ・伊勢市)聴 衆4・500人,官憲による中止 ・解散
松阪,官 憲による中止 ・解散
多喜二,大 阪の工場地帯刺殺のため,貴 司 と港町駅にもどる。楽天
地散策中,島 の内署の高等主任により拘引され,一 旦釈放 された。
多喜二だけが大阪島の内署に検挙され,16日間勾留 された8)。
この際の募金箱が現存 している。
11若杉鳥子
若杉鳥子 は,風説では,小林多喜二のハウスキーパーとされることがあるが,
違う。彼女は,多喜二より11才年上である。東京で多喜二が合法活動をしてい
たころ,両 者の住居が近かったので,彼 女は色々多喜二の面倒を見た。彼女は
また同じくプロレタリア作家同盟員でもあった。
若杉鳥子は,本 名,板 倉 トリ(と り)である。1892年(明治25年),茨城県
古河(こ が)市 生 まれ,と されるが,東 京下谷に,古 河の豪商 ・鳥海新右衛門
の妾の子 として生 まれた。母 は,よ し。田上徳五郎の長女 として12月25日生ま
れとして,戸 籍には届けられた。12月ごろ,古河市横山町の芸者置場 「菊本」
の若杉はな,の養女となった。
1893年(明治26年),隣…村の貧農の家に里子に出された。1897年(明治30年),
里親の家から養家 に引 き取 られた。1899年(明治32年),古河尋常小学校 に入
学 した。1903年(明治36年),同校 を4年 卒業 した。このころ,同居の芸妓か ら,
小説 「不如帰」を借 りて読んだ。多喜二が生まれた年である。
1905年(明治38年),この頃より,『女史文壇』 『文章世界』 などに詩文の投
稿を始めた。1906年だったとい う説 もある。1906年(明治39年),横瀬夜雨に,
8)「時事新報」記事か らの紹介だ,と,こ の筆者。
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詩文などの指導を受け始めた。
1907年(明治40年),自立を志 して単身上京 した。1月 ごろ,長 塚節は,夜
雨か ら鳥子の写真を借 りて,鳥 子を恋 うる歌2首 を詠んだ。ここか らわかるよ
うに鳥子 は大変な美しい人である。長塚節(1879-1915)は茨城県出身で,初
めは歌人であった。後年,小説 『土』で公明になる。10月,鳥子は,『中央新聞』
の記者 として就職 した。
1910年(明治43年),女史文壇誌友会に幹事 として参加 した。幹事には,長
曽我部菊子(生 田花代),服部貞子(水 野仙子),山田邦枝子(今 井邦子)ら が
いた。夜雨,酔 茗,晶 子(与 謝野であろう)らが,出 席 した。水野仙子(1888
-1919)は,福 島県出身の小説家。雑誌 『文章世界』で小説を発表 して,認 め
られ,田 山花袋に師事 した。 自然主義的女流作家 として知 られた。鳥子は,こ
のころ盛んに 『創作』 に短歌を発表 した。
1911年(明治44年),元・備中松山藩主 板倉勝弼子爵の庶子で,「萬朝報」
の記者であった板倉勝忠 と結婚 した。一説 によると,彼は外務省 に勤めていた,
と。1913年(大正2年),長 女鞠子 を生んだ。
1914年(大正3年),こ のころ,桜 田本町に住んだ。鳥子が水野仙子を訪ね
たことを,仙 子が 『新潮』に 「冬 を迎へやうとして」 に書いた。
1915年(大正4年),長塚節が死去 した。夜雨に 「挽歌」7首 を送った。1918
年(大 正7年),長 女鞠子が4才 で亡 くなった。1919年(大正8年),水 野仙子
が,死去 した。花袋,小 剣(上 司)(かみつかさ しょうけん),武郎(有 島),
花世らと,羅漢寺の追悼会に出席 した。鳥子は,仙子 を悼む歌 「手向 くる花」
を 『新潮』に発表 した。
1920年(大正9年),次 女 ・黎子を生む。ユ921年,夫・勝忠が 『自然美 と其
驚異』を翻訳 し,岩波書店から出版 した。彼はフランス文学者だった。1923年,
高名なアルピニス ト,義弟 ・板倉勝宣(1897-1923)が,立山で遭難死 した。
鳥子は,義弟 との交流 を 『雪』 に書いた。彼は北大出身で,ス キー登山のパイ
オニアだった。雑誌 『山とスキー』 を創刊 した。没後,『山と雪の日記』が刊
行 された。
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1925年(大正14年),鳥子は,『文芸戦線』に 「烈 日」を発表し,プ ロレタリ
ア作家 として評価 をうけた。1926年,初めて下妻 に夜雨 を訪れ,「旧師の家」
を書いた。平林たい子,林芙美子,八木秋子 らと発起人になり,「社会文芸連盟」
を結成 した。1927年(昭和2年),阿 佐ヶ谷に新居を建てた。
1929年(昭和4年),プ ロレタリア作家同盟が結成 され,鳥 子は加盟 した。
関東消費組合配給員 として,メ ーデーに参加 した。『戦旗』 に 「婦人の一人
として」を書いた。だから多喜二 もこれを読んだのではないか。このころか ら,
モッブル(赤 色救援会)の 一員として,救 援活動 に参加 した。1930年,多喜二
は上京 した。
1931年(昭和6年),出 獄 した中本たか子 を慰める会が,宮 本百合子宅で開
かれ,湯 浅芳子(1896-1990),神近市子(1888-1981),窪川いね子(=佐 多
稲子)ら と参加 した。湯浅は,百 合子 とともにモスクワに行 き,そ の後,プ ロ
レタリア文学運動に参加 した。神近は,青 踏社に参加 し,記者になり,大杉栄
の研究会 に入 り,大杉 を刺 した事件を起 こした。その後,『戦旗』,『女人芸術』
などで文筆活動をした。
1932年(昭和7年),『働 く婦人』が創刊 され,鳥 子は,宮 本百合子,佐 多稲
子らと編集に加わった。鳥子は多喜二 と近所だった。
1933年(昭和8年),多 喜二が虐殺 され,そ の通夜に出席 し,治 安維持法違
反で,本 庄陸男 らと検挙され,勾 留 された。
1937年,次女黎子が 日本女子大に入学 し,「ある母の うたへる」 を詠んだ。
鳥子は,12月18日,阿佐 ヶ谷の 自宅で脳溢血(心臓マヒ,喘息)で,病 没 した。
満45才だった。
1938年,遺稿集 『帰郷』が小 山書店からでた。1998年,短編集 『渡良瀬の風』
が武蔵野書房か ら出た。1999年,詩歌集 『一水塵』 同 が出た。2001年,随筆
集 『空にむかひて』同 が出た。
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12村 山簿子
多喜二の友人で,村 山簿子 について,山 崎怜先生の大変な調べがある。
便宜のために数字を付 ける。
1「 村 山簿子」(『香川大学一般教育研究』47)
2同(『 日本福祉大学研究紀要』95号,1996年8月)
3同(『 日本福祉大学研究紀要』96号,1996年12月)
4同(『 日本福祉大学研究紀要』99号,1998年8月)である。
村山知義(1901-77)は,東大を中退 し,ド イッ留学をした。美術運動 と演
劇運動をした。1926年に,前衛座 を結成 し,左翼劇場に参加 し,日本プロレタ
リア劇場同盟(プ ロット)の執行委員長になった。一時転向し,1934年に,新
劇団の大同団結を提唱して,新 協劇団を結成 した。
村 山壽子(1903-1946)は,村山知義の夫人である。
簿子は,松 尾哲次に語った。松尾は,1908年生 まれ,村 山知義の弟子で,演
出家である。「小林多喜二の命 日に,おもてだって会をすることはできないので,
簿子の発案で,多 喜二にお母 さんをなぐさめるために,毎年,神 田の中華料理
店で多喜二のお母 さん,弟 の三吾,原 泉子(女 優),および簿子の4人 で食事
をするということだった。」
松尾は,多 喜二 と直接会ったことはな く,一度新宿の本屋で本を立ち読み し
ていた多喜二 と挨拶 をかわ したことがあった。簿子は,松 尾に語った。「小林
さんは行儀正 しい人よ。オリメ正 しい人で,蔵 原 さんに逢ってもビザを くずさ
ないのよ」。松尾はそれを聞いて,簿 子が もぐっている人の連絡係[い わゆる
レポのこと]を しているのだな,と 思った。多喜二はまだ,人 々に小林 と言わ
れていた。(1,138ページ)
昭和7年4月4か5日 に村山知義が捕 まり,4月15日に,松 尾と沢村貞子が
捕 まった。
陣ノ内鎮(お さむ)は1907年生 まれ,村山知義の弟子で演出家であ り,ペン ・
ネームは陣竜二である。陣ノ内は語る。小林多喜二が亡 くなったその日に,陣
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ノ内たちは,左 翼劇場で公演中だった。その舞台の上から,陣 ノ内が多喜二の
死について しゃべって黙祷 をよびかけた。築地小劇場でであった。(1,158ペー
ジ)
河野 さくらは,鹿地亙の夫人であった。後に離婚 した。簿子の親 しい友人だっ
た。ナップ時代のプロレタリア音楽同盟(略 称PM)の 同盟員だった。上落合
の村山家をその事務所に借 りた。それを関鑑子 らと作った。
河野は語る。簿子が阿佐 ヶ谷の多喜二の母の家を知っていて,小林多喜二の
死の時,河野は,簿子 に連れられて行った。「行 きましょう」と誘われ,簿子は,
「上落合の家から阿佐ヶ谷の多喜二の家まで泣きどおしで,タ ダごとではあ り
ませんで した。あんなに涙 を流 した簿子を,河 野は見たことがなかった。その
流 しようは尋常ではあ りませんでした。阿佐 ヶ谷の花屋に寄って赤いバ ラを
買ってもって行 きました。阿佐ヶ谷の家では涙を払いおとし,終始だまって一
言 もいわなかった。レポをやっているのがわかっては困るので……。」
河野さくらは,簿 子が泣いたのを見たのは,多 喜二の死の ときが最初で最後
だった。蔵原がつかまったとき,河野は,簿 子と一緒にいたが,簿 子は泣いた
りはしなかった。簿子は,蔵 原惟人のレポをやっていた。かず子は蔵原が好 き
であった。
『少年戦旗』が先鋭的になって,政治主義が昂 じて,簿子はそこをやめた(2,
71ペー ジ)。宮本百合子は,簿 子を嫌っていた。(2,75ペー ジ)
河野 さくらは書 く。1933年2月21日,昼 ころ,村 山簿子が下[上]
落合の鹿地 ・河野の家の ドアをしずかにノックした。前 日(二 十日)の夕方,
私たちは小林多喜二の死を新聞夕刊の一段記事で知った。K[鹿 地]は 顔色 を
変え,し ばらく声 もなかったが,「俺は行って くるか らね」 とことばを残 して
出て行った。
ノ ックの瞬間,河 野 は簿子 の気配を察 して しまってい る。「行 きましょう
……」。簿子はひとこともらすと目を伏せた。「はい」 と答え,何 もたずねず,
私はオーバー ・コー トを着ると,玄関の ドァに鍵をかけて,簿 子 と並んで,東
中野駅 に向かってあるいていた。このすばやい行為 は一種の啓示のようなもの,
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一晩中ひとりで,家のなかを整理整頓 しなが ら心臓の鼓動を押 さえているうち
に,多喜二に会 うための一番適切な方法として願望が高 まっていたのだろうか。
駅への道 を歩 く簿子はあふれる涙をぬぐおうともぜず,う なだれず,き れい
な歩調をみださなかったのだ。行先は阿佐 ヶ谷駅だった。車内はまるですいて
いて,二 人ならんで腰 をかけたが,簿 子はまだぽろぽろ涙を流 した。阿佐 ヶ谷
の改札口を出た時,は じめてことばをやさしくささやいた。「ねえ,真 紅の花
だけが,あ の人にはいい と思うの」。河野は強い共感でうなずいた。路地から
路地へ家々の垣根沿いにまるで通いなれた家へ帰るような足 どりでいそ ぐ簿子
はもう泣いていなかった。「ああ,そ うだったのか」。河野は多喜二の母親が上
京 して,こ こに暮 らしていることさえ,つ ゆ知 らなかったのだ。簿子は聡明な
女性であると同時に勇気のある人であった。危険な連絡の仕事 もよそ 目にはご
く自然な姿で,や り抜いていたのだ。紅い花束を抱えて河野 とつれだって行 く
格好は誰の 目にもあや しさを感 じさせるものではなかっただろう。(2,65-66
ページ)
鹿地亙は,本名が瀬口貢である。1903年生 まれなので,多 喜二や簿子 と同年
である。東京帝国大学文学部を卒業 し,1930年ごろ,プ ロレタリア文学運動 に
加わった。
鹿地は語る。1932年の春,鹿 地は小林 と宮本の連絡係だった。そのとき,簿
子が(小 林に)「逢 うの?」 ときき,ウ ソをいうと,「つれない人ね」 とい うに
きまっているので,簿 子をつれて行った。それは芝のイチノハシ付近だった。
小林 も壽子 も大変 うれ しそうであり,非合法活動中の小林 はとくに人なつっこ
く,簿子 をひきとめた。あまり長 く逢 うのは非合法活動では禁 じられていたが。
簿子が多喜二に逢いたがったのは友情だった。男女にも友情のあることを簿子
は立証 した。多喜二もまた 「楽 しき雑談をしようよ」 と壽子をひきとめた。 こ
れ も友情だ。3人 は喫茶店でたのしい話をしたのです。(2,61ペー ジ)
鹿地は言う。壽子が自由学園の後輩を通 じて多喜二をか くまったとされるが,
鹿地は聞いていない。す くな くとも最後につかまる時のアジトが簿子 さんによ
るものとは聞いていない。(2,56ペー ジ)
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13あ る写真
「多喜二をしのぶ会1935年2月21日 神田大雅楼」 という有名が写真があ
る。例えば,『写真集 小林多喜二』新 日本出版社1977年,82ペー ジにある。
母セキ,妹 幸,三 吾 さん,が 中央に座 り,右に蔵原の父母が座 り,合計27名が
写っている写真である。
だが原泉は,山崎怜あて手紙で,「当時偲ぶ会などとはいわなかった筈」で,
1935年説はまちがいで,「「滞ソ中の蔵原留守家族,多喜二留守家族」を囲む会」
である,と する。1931年春だと。これに対 して山崎はそれもあ りうるが,か な
り微妙だと。(山崎,4,248ペー ジ)
14麻布時代など
日本 プロレタリア作家 同盟編 『農民の旗』新潮社 昭和6年11月に,「不在
地主」の削除部分が 「戦ひ」 として発表 ・所収 された。小説 「不在地主」は全
文ルビがふってある。誰でも読めるように。
「小林は書記長 に選出された頃,どんなことをしても一日に二枚は小説を書
いているのだ と話 した。」宮本百合子 「同志小林多喜二の業績」(『選集』7巻60
ページ)
多喜二は,地 下活動時代,次 の場所 にいた。
1932年4月麻布区東町(現 ・港区南麻布1丁 目)。伊藤ふ じ子と同棲する。
同7月 麻布区新網町(現 ・港区東麻布3丁 目)。
同9月 麻布区桜田町(現 ・港区六本木6丁 目)。
1933年1月,桜田町の住居を捜索 され,や むなく渋谷区へ住所を移した。
麻布区で居所 を特定できるのは,東 町の住居であ り,現在 ・称名寺本堂のあ
る場所である。
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[小樽の]鈴 木[信 ではないか?]は,昭 和7年 の暮れに,新 宿駅の地下道
で偶然着流 し姿の多喜二にあった。中村屋 の2階 でいっしょにお茶を飲んだ。
その時,鈴 木は,あ る農民運動家が獄中で綴った分厚いノー トが自分の手許に
あるが,創 作に役立つなら提供するといった。次の 日曜 日,多喜二は牛込の鈴
木の家を訪れ,数 時間話 してか ら,イ ンバネスの下にその獄中ノー トを抱えて
帰って云った。多喜二の死の2カ 月前であった。
佐多稲子の多喜二との付 き合いは,非 常に少な くなかった。小林が地下活動
にはいってか ら親 しくなった。佐多は合法生活だったが,街頭 連絡 ということ
で始終会っていた。
多喜二が捕まった前 々日(2月18日)も,そ こで会った。
2月21日,佐多は宮本百合子を訪ねていた。百合子の弟夫婦が住んでいた所
であった。そこへ夕刊が きた。三面の下の方で 「多喜二は築地署で死亡」とい
う記事が出ていた。2人 で一緒 にのぞき込んで,同 時に 「アラ」 と言って思わ
ず手を握 り会って,百 合子は 「あ一又殺 した」 と言った。そして2人 は声 を出
して泣いた。す ぐに2人 で(小林の)お母さんの所へ行こうということになり,
小林の阿佐 ヶ谷の母の所へ言った。 もう数人の人が集まっていて,多 喜二の遺
骸がついたばか りの時だった。
安田徳太郎がいて,多 喜二の着物を脱がせていた。お母 さんがそばにいて,
安田が一人でシャッを脱がせ られないので,佐 多が一緒にそのシャツを脱が し
た。その下着は新 しかった。真新 しいシャツで,ラ クダ色の少 し厚ぼったい。
そのシャッともも引きを脱がせた とき,廻 りにいた人が 「アッ」 と言って声を
上げた。
貴司が写真にとった。2人は家 をでたが,その後,参会者の写真 もとられた。
葬儀の日には,佐 多 も小林の家の近 くで捕 まって,杉 並署に入れ られた。(佐
多 「多喜二が殺 された頃」)
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15三 舩留吉,小林多喜二を売った男
小林多喜二を売った男 ・三舩留吉,に ついて,新 しい調査が出た。 くらせ ・
み きお編著 『小林多喜二を売った男』(白順社2004年)であ り,し まね ・き
よしの調査を補完 したものである。三船の経歴などはいままで分か らなかった。
なお この書では特高警察の主要人物の詳 しい調べも入っている。
三船は,秋田県由利郡川内村(現 ・鳥海町)小川(こがわ)字戸坂47番地で,
明治42年2月10日に生まれた。親は,耕 次 ・アキノで,そ の5男1女 の4男 で
あった。生家は農業であったが,落 ちぶれた。
小川小学校には留吉の記録が無い。小学校入学以前に,大 正2年 ころ,由利
郡か ら仙北郡へ家族 ともども転居 した。父はその荒川鉱山で鉱山労働 をした。
留吉は,そ この大盛小学校へ入る。その後,秋 田県か ら福島県の石城郡内郷村
へゆき,そ こで留吉は1921年(大正10年)に内郷第3尋 常小学校を終 えた。同
じ年に父が死んだ。翌年に母も亡 くなった。長兄が茨城県の鉱山にいたので,
茨城県へ転居 した。そこで留吉も鉱山で少 し働いた。その後,1928年(昭和3
年)こ ろ,留吉は三兄を頼 って上京 した。
東京では,鉄鋼関係労働者 として,向 島区か葛飾区あた りで働 き,江東地区
(向島区,本 所区,城 東区)で 全労組の組合員 になった。第一製薬の労働争議
などに参加 し,特高に検挙 ・勾留され,毛 利基 と知 り合った。毛利は1929年7
月特高課労働係長となり,同11月に特高係長になっている。
留吉の妻になる人は,東京市営交通のバスの車掌であった。彼女は1929年に
東交労働組合に加入 し,活動家になった。そうして,三 船 と知 り合った。彼女
は埼玉県行田の出身であった。1930年末までに留吉は彼女と同居 した。
彼は1930年の10月ころ,毛 利基の直属のスパイとなった。時期がスパイMと
重なった。1931年か らスパイとして活躍 した。ヌーラン事件の成功で留吉は,
毛利に,ス パイ小曽根勢四郎の後継者として認められた。ここか らスパイとし
て2年 半にわた り,活躍をする。それについては拙書 にあるので,割愛をする。
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1933年6月と8月 に,留 吉はスパイとして党内で発覚 した。その後,失 踪 し
た後 も,特高 とつながっていた。
1934年3月に結婚 し,妻の姓を名乗 った。 こうして三船 という名は消えてし
まった。妻は,彼 がスパイであることを察知 していた。
1939年春,向 島区に本社がある吾嬬精機i鋼業に,特 高の尽力で入社 した。昭
和16年,次兄の5男 を養子にする。夫妻に子がいなかった。勤めていた会社は,
数年後に退社せ ざるをえな くなった。
1943年ころ満州へ愛人 とゆき,敗戦後,シ ベリアへ抑留 され,1949年に満州
か ら帰った。 しばらく妻の実家のある行 田市にいて,昭 和25年ころ次兄の住ん
でいた富山市に移 り,富山で土建業 を起 こした。その後,電 設工業会社 「・・
組」に作 り替えた。これを大いに発展 させ,県 下で大手の一つとなった。留吉
は通称 として違 う名前を使っていた。その間,留 吉は愛人を持ったので,家 庭
内では争いが起 き,妻 との間は冷えきった。1972年1月7日に死んだ。彼の死
後,会 社は新 しく再組織された。
16そ の 後
津田青楓の絵 「犠牲」1933年作があ り,それは,多 喜二 をいたみ,1枚 か2
枚,かいた。そこへ特高が踏み込んだ。絵は蓑虫が下がっているようなもので,
押収されなかった。2000年6月,小樽市立美術館でプロレタリア美術展示会が
行われ,そ れが出品された。
多喜二文学碑は1965年5月28日に起工式があった。
17そ の後の文献
多喜二研究文献 については,私 の 『小林多喜二伝』の注 にあるので,そ れを
見ていただきたい。この書はしか し,2003年の出版なので,2002年までの文献
しかない。そこで新 しい文献 を少 し記す。
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1.松沢信祐 『小林多喜二の文学』(光陽出版社2003年)。
2.土井大助 『よみがえれ 小林多喜二』(本の泉社2003年)。
3.『モシリヤ』第3集,小 林多喜二を語るつ どい ・くしろ,発 行,2004年
2月20日。 ここには,「特集 ・近藤栄作翁 遺稿 回想録」が入った。私
が1996年に小樽小林多喜二祭で講演 した記録 「多喜二の恋」 もある。テー
プか ら起 こされた。
4.白樺文学館多喜ニ ライブラリーによる 『小林多喜二 生誕100年・没後
70周年記念 シンポジウム記録集』(東銀座出版社2004年2月)が 発行 さ
れた。多喜二の大熊信行宛書簡2通(『全集』未収録)が 入った。2003年
のシンポジウムの講演者6人 の講演記録や,海 外からの寄稿 もある。
5.『国文学』 平成15年12月号に,多 喜二の大熊信行宛書簡2通 が,解 説
入 りで,出 た。4に 入った手紙である。
6.村山簿子について,山 崎怜の研究,調 査がある。本号前出。
7.く らせ ・み きお編著 『小林多喜二 を売った男』 白順社2004年。本号前
出。
8.松本忠司 『ロシア文学 と小林多喜二』東銀座出版社2004年
9.浜林正夫 『小林多喜二 とその時代 極める眼』東銀座出版社2004年
拙書については,書評が出た。『北海道新聞』2004年4月4日,15面「ほん」
の,「ほっかいどうの本」である。評者は,玉 川薫=市 立小樽文学館副館長。
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